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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は、第一部・菅原氏と年中行事、第二部・年中行事の変遷、第三部・歳時と文学
の三部から構成されている。 
第一部では、おもに白居易の詩文に学んで新しい年中行事を生み出した菅原家の是喜と
道真に注目し、寒食にも触れつつ、おもに八月十五日と九月尽日について論じている。と
もに菅原家の行事として詩作の宴が行われ、やがて宮中の行事になってゆくという経過を
たどる年中行事だが、その具体的な経過は、本論によってはじめて明らかにされたと言っ
てよい。その事実が、おもに『白氏文集』や『菅家文草』などの漢詩文資料や歴史書の漢
文記述を読解することによって解明されている点に、本論の大きな特徴が見られる。 
第二部では、中国文化の一部として受け入れられた年中行事が日本でどのように変わっ
ていったか、そのひとひとつ異なった事情を有する変貌の姿が、三月三日、五月五日、九
月九日などについて具体的に追求されている。ここでも、漢詩文資料の分析が大きな役割
を果たしている。 
第三部では、日記、物語、和歌も含めたさまざまな文学作品に登場する年中行事の具体
的な検討を通して、中国文学からの影響とそこからの変遷という視点からの考察が、さま
ざまに行われている。全体にわたって、日本の年中行事を論じつつも、常に背後にある中
国の歳時について詳細で正確な検討が行われており、それによって読者を多くの新しい知
見へと導いている。 
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
本論文は、日本の年中行事について菅原家と宇多天皇が果たした役割にはじめて言及し、
年中行事研究に重要な視点を提供した点で、重要な論考である。その考察の過程で、常に
背後にある中国の歳時を検討し、あわせて日本人の漢詩を読解、分析して、それによって
読者を新しい知見へと導いているところに、他には見られない本書独自の価値が認められ
る。本書は、文学研究だけでなく平安時代の文化史研究にまで影響力を持つ、有益かつ重
要な論考と考えられる。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
